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 昭和41年度のり養殖概況

養殖部

 /.、施設.数一
 第1表に示すように県下11漁協、295経営体でこ綱ピピ6,655枚によ
 り養殖した。これは前年度の16漁協管内、333経営体に比して減っている。
 各漁協別に経営体数の変動をみると、谷山が18、長島が25経営体の減少、
 加治木9、牛根1ア、岩本21、その絶垂水、川内な・とが増えた。
 室た網ピピ数は谷山が872枚、長島30枚、東町79枚の滅に対し、出水

 が1,467枚、垂水62枚、加治木105枚、川内14枚の増とたったことに
 より、昨年のる.364枝よりも191枚増えた。

 網ヒビ数を採酋別にみると、天然採酋ピピは2,513枚で、網ピピ総数の
 38系で、出水を中心に、東町、長島などで採酋されている。昨年の網ヒIピ総
 数は981枚で、じれば一昨年の約半数に滅じたもの力…、本年は更に大巾に増

 えている。

 人工採酋は昨年までは年々増加の優向を示して一5,383枚にたっていたが、

 本年は4,042枚で昨年より.1,341枚減少している目地元人工採歯数も昨年
 の2,653枚から700枚に減少している。

 採苗ピピの供給は、福岡、佐賀、熊本に依存している状態であるが、垂水、
 出水だと県内での採苗移殖も普'反している。

 ム生産量

 第2表ほ地区別生率状況を示した。
 真全体の生産枚数は79う万枚、金額で9281カ内で、近年における良俸
 の59年の4ア2方枚を大きく引き離して最高の年となった。
 しかし、網ヒビ1枚当りの平均生産枚数は、昭和37年の1,482枚に次ぐ

 11209枚・平均単価では昭和38年の13-46円に次ぐ11.71円であった。
 また、昭和56～40年までの5ヶ年間のヒビ1枚当りの平均枚数878枝
 よりも331枚増え、良昨の年となった。

 3、気象・海況

 ○水温

 礁期中の水温(第1図)をみると、9月.下旬から1.0月初め貝こかけで約1
 -C低かったが、主なる変動は11月下旬から1月末までの生育最盛期に平年
 よりも低めが続いていることである日

 その後2月中旬に1℃近く高目を示した他は殆んど平年と変らたい。
 ○気温(鹿児.島=気象台資料伽ら)

 9月上旬は平毒よりも約2℃高く、中、下句はや・1低め、10月上旬にわ
 .ずかに上昇したあと、中、下旬には再び低くなっているが、9～10月まで
 は平均して平年よりやム低めとたっている。
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 11月以降3月ま七は1～2℃余りの巾で平年気温を上下しても・る。'
 ○降雨量(鹿児島):気象台資料から一
 策2図のよう繧9月中旬は18し鮒で平年の約2倍・9月下旬は平年並み・
 10月上旬は170腕で平年の約5倍となっている。その後、10～3月中句
 までは平年よりも低め年だって}・る。3月下旬は平年の約2倍であ一?た。・=
 盛・漁期中を通1二ては、平年より・も小な圓で・あった・一
 ○水平面目射盤(鹿児島):気象育資掛から

 9月から12月ま七は平年よ.りもはるかに少なく、.1月から3月までは概し
 て平年よりも.少卒くなっている。.・・
 1月上旬、2月中旬、3月幸旬炉平年俸よりも多くなった他は漁期を.通して

 平年j;りも日射量が少なか?たr(第3国)

 第1表　地区別、採苗別ヒビ数
 網ヒ・.ビ(枚)

 池永ぺ書篭苗殖士,人芳殖計
 出.水≡1602.2ア6
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長島
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520
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岩本
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加治木16
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串木野
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 ※漁協からの報告資料によった。
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第2表地区別生産量

      生産呉の;←畿当      蛾区男くろのりまぜの.り
      出水6,568,431アア103.56.98961,328.3
      .東町8.03.0一0.411.0120.8

      長島2.01.02.05.0250.0

      川内163.6165.61,136.1

      岩本.0.10.12.4

      喜入20.0会O.0666,6

      谷山213.4108.795331.6926.3

      加治木12Z01.2Z01,035.0
      年。。.l1摂6,510.0・16.51103.1

      垂水245.52-45,51,116.O
      串木野14.21.115.3180.0

      計プー36818列40,4116.5ア925,71.2091

 ※漁協からの報告資料に幸った。

 第3表鹿児島県の年度別生産状況

          年度経1営体数養殖ピピ数生産枚数(千枚)ピピ1枚平均生産枚数のり平均単価(円)備考
          30〕11164あ32.7盤林統計

          書1951,230.5〃

          321901,378.1き82〃

          331972.1992735〃

          34230934.8角67〃

          552563.0792,291,3725〃

          361992.3113.03981,0625.73水試調査

          372682.3424,080.91.482732〃

          1582663.4463,003.080113.46〃

          393306.4164,725,0736920農林(一部次試)統計

          403336.3643.48Z45-810.98水試調査

          一195〔294)6,655(6,665)7925.7(豆593.0)1,209(1,439)11.71本試調査(農林統計)
{3日



 第1図旬平均水温・気温



第2図旬平均降水量(鹿児島)気象台資料

 4カ年平均

第3図  旬平均水平面日射量（鹿児島)気象台資料
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 4、養殖概況

 ○採苗期
 41年度は水温がぼ更平年並みに推移した1=とから・人工採苗は出水地区
 で10月11圓～1・昨、鹿児島湾地区は10月2・目～3g=目畔施さ
 れた。

 芽村き・は1潮後の調査で出水地区〔1{月1日)ではヒ.ピ糸1伽当り21
 ～300個体・、平場'8均個体で濃密であった。茅イタミが5-10系みられ・

 アオノリ類はヒビ糸・畔り0～・個・平均い個で少たかった・
 鹿児島湾の主鍵酋漁場・ゐ垂水地区は10月29日採苗実施して、1一イ月8
 目の調査によるとピピ糸1απ当り6～50個体平均33個体で良好であった回
 岩本漁場の試験採酋は10月30目に実施し11月16目の弔査では一7g～
 500個体/伽左濃密な芽付きであった。
 一方天然採苗は、出水地区の野口漁場と、長島地区で10月下旬～11月

 中旬に実施された。
 ○生長期.

 出水地区は県外での人工採酋ピピの移檀が10月25目からはじまり11
 月10目までに一終了した。芽付きは良好で移植時にノリは肉眼視され・平均
 2～3ππに全豪し1た芦ビと、1㎝内外のヒビ'とg2通りであった日その後の
 ̂生育は概して順調で11肩乍旬から摘採期に入った。
 一方、鹿児島湾では垂水漁場で採苗したヒビの湾内各地への移植が11月
 13目～14目に実施された。移植後の経過は牛根地区を除いて発芽不良が

 みられた。特に岩本漁嬉は12肺年に李叶もバが肉醐されず100
 第の被害、垂水漁場で毛約50系、。谷山漁場が約25男と不良ヒビがでた。
 その原因は湾内への外洋水勢力が強かったためと黒潮流軸の北上接岸)と推.
 察された目湾奥の牛根漁場では本年はじめての養殖であったが、極めて順調
 な生長で12月十旬カ、ら摘採期に入った。熊本県の.天然採苗ヒビを移穂した
 谷山漁場は{1月下争～12月上旬1こ搬入後・}部を除いて生長は暇調で1
 月上旬から摘採がぽし走った。
 ○生産親

 出水地区では11月下旬から摘採期に入り1…月上句には生産牽期とたっ
 た。病害毛みられず、水温の低下も平年より一早いため生長が旺盛・てあつ.た。
 (12月.1目、17時水温94～11.5℃)

 2月.ヒ旬まで坦早ダネの生産は終了となったが、一野口産の晩期天然採苗ξ
 ピが2月から4月ま刊こ.生産期.となヲ・この2品種の組み合わせ養殖で豊俸
 とたった。

 長島地区は従来、移植ヒビに頼ってい夫が、本年は天然採苗をして比較一的
 安定した生産をあげたよ弓である。なお、ヒトエグサの生産も良好であった口

 川内地区は出水漁場同様、佐賀の早期採苗ヒビと、野口産天然採酋ピピの
 移植によって好調な生産を示した。

 串木野地区は鈍天人手採苗に.よっているが・ヒ亨ミドロの鮎一が著しく・
 ・6一



 生産は不良であった。
 鹿児島湾では前述の岩本漁場が生産なく、垂水∵喜入、谷山漁場ではや㌧

 良好な生産をあげた。牛換は1月に入って浮流し養殖を開始したが・ノリの
 老化が著しく生産は伸びなかった。

 以上のよう恒李年度宇摩岬.島湾9筆芽不良があったカ…、概して'気象条件恭順
 調で差㍗ため1'出本地区一を主俸に隼革は仰ぴむそ?特徴として1ま・平生
 種と、脱生種の組み舎々せ.に半争生産増が目立つ準。
 冷凍めワ網一の・実施は、本試の試験以外・では出水1地区で13枚を一12月1目に
 入庫、.1月中旬苧申庫しで3月上旬まで.5画摘採し700～1,000枚の生産
 を亭は一応成巧・といえキう。.

 5、一共.・.販扶・・況'

 早蹄達主催午美る本年度のノリ共販は12月13一目から4月10日までの8
 回に.わたって㍗舳ね総出樋叩ア6・坤で総生鑓の9・5軍(餓
 統計ム経生産量の喜0.第う七あつた。
 地区別曲樋は§岬から岬され・苧苧苧坤の91亭畔苧・ミ子の他の
 地区がそ二3第三なっていえ。

 共販ごとの学術の変動は1・月・・戸の第・帥一1..捕台確高←・.羊の後
 ・画婁てばlr～、・車台㌻・昨加ても繍い状態を示し㌧弓月中旬
 の第・回帥?て・甲に干雫・回には卵1こ下献し午奉・全漁期雌じて比
 較的安定し走単価師峠。このこと1ま当初、奪国師な難を予輝しそいたの
 構外1こ不粋壬らだ㌧めに偉馳大き蝉動が症かつ牟・もと思われる日

 第4表　時期別共販状況  第5表　漁協別出荷状況
        (県漁連資料ぶら5一'(県漁連資料か写)

        共興        〈≡共販朋出荷量(千枚)平均単厭(佃〕)漁協一別出荷回数出荷量(千枚)
        112,13.7b4.6衛、φq出水870?1,4
        2.12,268999.1.3.0.2川。内7㌃
        3..一=1,16∵1-2-28-6…・=幸一一夫録210.5        4一2,11アーdア11剤谷山、.5?555
        52,16155ア4lllll垂水5209.2        63,1991.1.牛根16.5

        7ξ・16.511.ア.8.5.0壷.入葦Z5

        8.㍑10.・5叉85.20・'計一7660-2

        .詐・7■6・6〔L2'一'

 (県漁連資料から)一
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 漁場観測速報(6・フ月分)

養殖部

 §6月分

 I旬別平均水温

      里水一成川..福山一.      観旬屈測値最高最低最高最低最高.最一.低
      上2Z8ア.21・8722-0421.3924.05一一一21.4.8
      中23-3322.1624482i8126.4523.97

      下241752α6224.652搬4≡2“522.75
      月平均23.7721.5023.722i0125.6522.73

      前月差十ム96一.斗1.92斗3,12斗3.2S+3.12十2.52

      前年差十1.60斗1.90十0401十1.08+1.19,1.23

 ○前月に比較して各地区ともに更に2-3℃位高くなっており、また全般的

 に昨1年一よりも高めとなっている。

 ○里村の6月平均水温は2,iア7}21・5・0℃の最高と最低を示し・最高は.
 下旬の身475℃、最低は下旬の2α62℃であった。
 とれは前月の平均よりも最高で約3℃、最低で約2℃高くなっている。

 昨年同期よりも最高で116℃、最低で1.9℃高くなっている。
 ○水成川の月間の平均水温は最膏で2ユ72℃・最低2i01℃で・最高は・
 下旬の24一る5℃、最低は上旬の21.亨g℃であった。平均では前月よりも
 約3℃余り高く狂っており、昨年同期に此Lて最高で0-4℃、最低で1℃高
 めとなつ.ている。

 ○福山では最蔦水温の平均が25.65.℃、最低水温の平均は22.73℃て1÷

 こ.れは前月よりも最高で3℃、最低で2.5I℃高くなっている。
 維年同期信比して、最高で約1℃高く、最低で1℃低くなっている。

 ○長崎海洋気象台の7月上旬の西目本海況旬報健よると、台湾附近から北上
 する黒潮の暖流分派は勢力を増し大陸棚上に握り出してきたのが注目される。
 今後の表面太温はつゆ明けまでは毒づくり上昇する見込みで、浴津附近など
 では二重潮の発生するおそれ郡あるから注意を要するとのことである。

 ]I漁.況'・
 1、里村

 総漁獲量は52-120智で・・ヒれを魚種別に去ると瀬魚が18,461佃で
 全体の35第、テイグサ14,400佃で全体の28系、アジ&080畑で
 12系・その他イカ・キビナゴ・ツノマ.タなどであ戸。珠に・チ月は海藻類
 でテングサ、ツノマタが水揚ぱされたのが特徴であ喝。

'8'・・



 如月に比較すると、総漁獲量は約乱000脚滅となっている。前月はキビナ
 ゴ、I瀬魚が主体と一なったが・今月になって熔海琴をはじめ・その他の魚種や多
 種にわたった。魚種別にはキビナゴが約2.70-0佃減、瀬魚が約6.も00侮減
 となつて.いる目
 昨年同期と比較すると・総漁獲量で約12,000妨減獲となっており・キビ
 ナゴが44,000梅滅.獲、瀬魚が約5,000侮嬉、イカが2,200畑の増とな
 っている他は、カマス、アジ、ツノマタ、テングサ症とが水揚げされている目

 包一別上_竺。.._.....下痢獲

魚種百嚢露出嚢鰹百劉露出襲漁鰹育嚢露出嚢漁獲量量計
 瀬魚ち501.35953013.1054113.99718・月61

 アジ'『11.530224.550

イカ

キビナゴ

カマス

5253.898175211

4132.850131.223

11675

6.080

84264.8』5

4.0ア3

675

 テングサ1200人72001(500ス20014,400
 一トー一一・

 .f1,1、。、、、し11I11義、llll11、討ユ右1.
 2、'水成川

一匁別上._下準獲
魚種百嚢露出饗冨嚢露出劉漁鰹奮饗.露出嚢鰯蚤計

 ㍍二1111着635㌣一
アジ55218

サパ21415

瀬魚1124

キビナゴ310

タイ11

月目貝.11

 に1他1149、斗11111,111111
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 総漁獲量はリ・1侮で・魚種別とはイカが1・0・・佃で全体の約・0名
 イサキが1・・ZP畑で1・第・アジ・.川・でf5第・その他サパ・瀬魚・
 キビナゴ、タイなど』杜ってt、る。
 総漁獲量ぽ前月よりも約2-500紡増獲どたり、魚種別にみると、イセェ
 ピが各られなくなり、イカ、瀬魚の他は魚種が殆んど入れかわっている。イ
 カが約1,000切の増、瀬魚は約560畑滅となつて㌧)る。
 また、総漁獲量は昨年同蝿よりも約4,000佃増となり、魚種別にみても
 アジ、・サパ、イカ、瀬魚ともに昨年同期をほるかに上まわっている。.

 §7月分

 I旬別平均水温

       派1値里水成川福山
       別最高最低撮高最低最高       上25-7224,5524.8225-8526.41芒、業1
       中26.5124.7325.9925.0528.5926.10
       下270425.5426.3425.9430.1526.78
       月平均26.46'24.9825.ア324.9828.5025.92
       一一】''一一一一一

       前月差十2.69÷十3.48十2.01.斗1.97十2,85十3.19
       猷年.差十1.53十2,31一0.3ア斗1.17箏0.48一2.62

 ○全般的に前月よりも2～3℃高くなっており、前月に続いて上昇を示して
 いる口

 ○里村では、最高水温の平均がタ6.46℃、最低水温の平均が24.98℃で
 7月の最高水温は下旬の2ア04℃、最低水温は上旬の24.55℃であった。

 また、.平一均水温は前月よりも最高で2.7℃、最低で3.5℃高くなっている口

 昨年同期に比較すると、最高で1.5℃、最低で2.3℃高い。
 ○水成川の7月水温は、最高水温の平均が2573℃、最低水温の平均が
 24,98℃で、最高水温は下旬の26.34℃、最低水温は上旬の23.85℃

 であった口とれは前月よりも最高、最低ともに約2℃高くなり上昇を示して.

 いるが、その傾度は前月よりも幾分ゆるやかになった。昨年同期の水漏に比
 較すると、最高ではわずかに低くなっており、最低水温の平均は約1℃高く
 たっている。

 ○福山では最高水温の平均が28・50℃、最低水温の平均は25.92℃で、・
 最高は下旬に30.15℃を示し、最低は上句の24.93℃であった。.

 平均水温は前月よりも最高最低ともi仁3℃前後高い回また、里村、水成川

 よりも約2℃高く内湾的性格を表わしている。

千10}一



皿漁況

 1、里村

 総漁獲量は28,600切で、魚種別にはキビナコ'がア700毎で全体の.
 ・27第、瀬魚が5,750紡で20系、イカ6,100侮で21第、その他イサ
 キ、カタク・チイワーシ、カマスなど'』たってい・る。これは前.月よりも総漁獲量
 で23,000紡滅獲となっているが二ごの原因は前月には約18.00d肋の
 海藻の水揚げがあったことによる。
 昨年同期に比較すると、総漁獲量で昨年よりも12,000侮滅となり、魚
 種1別には昨年同期に水揚げがあったツノマタが今年は6月に採取されて7月
 には全く採取されていない。その他キビナゴ、.瀬魚につい.ても1ZOOO～
 18,000幻滅獲となっている。しかし、々力は6,000紡増獲である。

           旬捌上中下

           魚種有為目数延出漁船数漁獲量有為目数1延出漁船数漁獲量有為目数=延出漁船数漁獲量臨一獲擾サ
           キビナコ381.59ア5315.0393111.109ア745

           イカミ5322,8525231.83ア3201.4396.128

           瀬魚2196265222.55643725725,754

           イサキ155.3165.516

           カタクチ
           イワシ222250115702.820
           カマス22901901

           計8595,075177811.68214ア61.90728.664

 2'、水成川

           旬別上中下・漁獲量計           .'一

           .魚種■一■一一存漁'日数延出漁船数漁獲量有為日数煙出漁船数漁獲量有為日数延出漁齢数漁獲量
           アジ・サバ181.7007519836381,18.63.869
           瀬魚ミ59ク2082896322441.227

           イカ188553238318.54522

           ムロアジ216206206

           ハガツオ220169169

           小ダイ1737111261391・」
           その他186096162ア6.30297984

           計7ミ40.2,102'301832,9872031171.9657049

 ,・11.r一



 総漁獲量は7000侮で、魚麺居1jにはアジ、サパが3.8ρ0紡で全体の55弟
 瀬魚が1-20-0梅で17第・その他イカ・ムロアジ・ハガツォ・小ダイなど』な
 っている。総漁箪盤は前月よりも約500海とわずかに増獲と・たっている。.
 また、昨年同期に比べると約2..60n佃増獲となっており、。魚種別には、7サ
 ヒガニが水揚ぱきれなかったごと、ハガツオが昨年の〃こ減ったこと、アジ、サ
 パが昨年の約4倍・水揚げされたことたどの変動海あつた。

 7・月の漁海況概・要.

漁繋部

海況

 6月下旬より本格的た梅雨期に入り沿・岸水系の張り出しは強くなった。7月上
 旬の表面水温は、大隅東部で24～26・℃、種子、屋久近海は26℃台、黒潮流
 域は27℃台である一。

 各海域とも平年並になっており、叉6月に比べ1℃前後の上昇になっている。

 .黒潮流域は種子島菓都に依然戸1一て挟μ状態がつ甘い一Lいるが、艶久島南部・都.
 ソ1・111r町6日よりは老二十離岸しているようである。
漁況

 ○旋綱

 薩南海域では上、中旬馬毛島から竹島寄ワに集中して、小サパ主体(22～
 '2ア胴の範囲、モード25～.26㎝)で、このほか小アジ、小ムロ、ウルメな

 ・ど。中旬たかばから麗久、昆富ノ浦沖健移動し小7ジ主体(80箔)に変った。

 Lかし下旬は台風、月夜と悪条件になったことから漁獲鑑は昨年7月に革へ約I
 〃こ減少し㍍このよけ現象ぽ北薩方面にもあって全般に漁況は懸かった。
 北薩海域は、全に甑島西部でアジ仔.の単一群を漁獲した船もあった。阿久根
 }長島沿岸はカタクチ、ウルメが主体、叉アジ仔、サパ仔各々15第程度みら
 れた。.志布志方面の小山田湾は夏アジ主体、外に小サパ、マイワγ若干(14-

 C掘前後)口.単垣島方面に若干と巳漁し赤ムロ、野間岬沖豆アジ、豆サパ主体。一
 〇カツオー本釣

 全般(i勺に漁場は七・島全域に分散状態で1隻4～6竜の漁獲目一時的には上、
 下旬に甑島両方㌻・宇治群島で好漁・した騒もあったが、・叉中旬に宇治、草垣で
 10屯内外の好漁もみられた目鳥島近海ではか残りの群をみた船もあったがエ
 ツキ不良だったとのこと。大型船もぼつぼつ入港するようにたった二
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 今年のど一チー1漁は和で例年11終漁を早めい若干め醐はあ一
だが)

 ○その他
 鹿児島湾内で八』網によってわずかのヵタクチ(6・冬8助茅瀕為みる。

 ・簑慧驚:よるメチ頼r約5?余1で20∵5∵
 業種別.・漁港別水揚状況(42年7月分)

              入港隻数総漁獲致竜)カタクチマイワシ昨年同期              業種臨港アジサバムロウ,レメムロ他一山`'               隻屯

              大11103』〕5眺15.119.1g00-29141.3
              阿久根中62272.ア163.342-81・4.33Z8フ12ア1596一658.3

              ～0195.643.618438.ア82.38.04.615ア.224・7              近海旋網串木野332226154.955.71.800.110.162301.2
              枕崎字57り23一'51.7268353.118.500.7911,505.7
              内ノ浦j,32刈5.62718.50.19100.30.5163.3
              大25720.8・9              枕崎一1,304.4
              小99742716378.2一

              ■■一              カツオー本釣山川大6199541,521.0
              小99662.71-89

              内ノ浦185.93.ア1.60.500.134.9
              棒受網・

              阿久根105一48.4Ig29.616.56.34.32.5962792

              釣サパ阿久根88.606.91.70・91

              流し網阿久榎32草4940.3キピナ491

              枕崎124383.730,5950.35

              八田網山刀10.2メチカ0,21
              山」1151ア3メチカ1Z3

              定置網一一
              内ノ浦41司15,g5.2260.10.674
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 昭和ハ2年の鹿児島湾鮒近におけるバショウカジキ漁況(流網)の予報

 (昭和42年8月11コ日)

 /、今年の漁海況状況

 (1〕海況

 鹿児島湾口附近のパツヨウカジキφ漁況を・
 海況的にみれば、例年初漁期の7,8月湾口
 附近意外洋水の影響がみられる璃三好撫とな
 ることが多い。今年は騒久島一湊洛声域の表、

 猷混は4月上旬呼8趾旬弾まで例年
 より綿に経過レn'瓦叉湾口胴近ア8月
 上旬の表面水界鋤;27℃台となり譲慶、ろ0
 m鰯閲の水艦は3毛(厨漁物38年は1
 ℃、41年は9℃)で溝口附近における沿岸

 水の張出しは顕著でない口溝口駒近にゃけろ
 表鰯10m慮間は殆んど同一水帯にお』われ

 8月上旬現在まで1の水温変化の鰯肉は・大隅
 、海峡中央部の水癌変化と似た状態を示し、湾
 口陶近における外洋水の影響は顕著で海況約

 にはかなり好条件といえる。(第2図)

 (2〕沿餓鬼の漁況
 釦駒近のパ湖ウカジキ鯛は、春期に

 ・おける滑織でのマアジ、サパ等鋤樵の多
 ・い鋼こ好響とな予こと力場へ今年は湾内匿
 。湘いでぽマアジ、カタクチ等維牢より来漉あ
 増加した魚種もみられたが、例綱こ比べると

 去・まだ少なく二水準としてはλ0年(不漁年)
 並みであった。ごの他沿津浄合域の旋網の不

 漁、湾外西部の定置網の不漁磐バショウカジ

 キの索餌:かい漉1であることを前提にすればあ

 まり好条件と苧言えない砂8月現法扮痒域の
 アニジこサパ等はか押上向苓の鮪カ!み眺
 つ1語るので必ずしも悪い条件ではない。

 ・価率帯域の蝉こよるパ油ウ"キ.
 ト漁況

 〆今年?破帥ける台騨海、の出鰍ま・
 例年より少なく、従マてバショウカジキの漁

 獲量も昨毒より少なかった。・しカ'し釣獲率は
 昨年をや、上廻っている目

二14

 近漏或におけるグショウカジキの有漁船は
 牌キり.多いカ～1隻・～・鱈の船が多くなつ
 ;ており、沖合駿における今{牢のバショウカジ

 キ群は卒く各城に分布牟い海レn'るが濃密.
 な群は少ないようで全体の来游率とし下は必
 ナしも多くは杜“と推建される。

(勾舛重組成
 湾口附近で潰漉されるバショウカジキの体

 重は15-4β俳翠ん恥和三酋:湖中(7、
 '↓10月)の体重組周隻ぽ鋼こよりかたり変動
 が去られる口I68年(好漁年)には体重25
 ～30毎程度の勘合櫛らだ群が多かったが、
 不漁錦ま魚体が不撤いで小型の魚体が漁控さ
 れ.ている。今年の魚体(沖合域)は3.8年の

 魚体より小さく平均23御前後の魚体毛はあ1
 るが、昨年より若干大きく、叉割合魚体も揃

 っている。従って魚体の面からは必ずしも好

 漁年型と.は言え衣いが;昨年よりも好条件と
 言えそうセある。

 .ム今年の予報

 (1}溝口附近への外洋赦の影響は顕著で、海況
 条件としては良好であり、従って漁鯛は例年
 並みに経過しよう。

 ②浴鞠一のマアジ・サパ等餌料魚の郷状挽
 や近海劉こおけるハシ冒ウカジキの来潴状況一

 から狐、今年の漁況は38年のよ弓な好漁
 牢では肌・が・昨年をか杜り上廻る漁獲と牢,
 ろう。

 債)昨年湾内部刊璃口域に比べ不姦であった
 が魂在の痘況あ一状況から立て、今倒ま湾内部
 にも昨年を力'なp上掘るカ↓・湖1がみられよ弓目
 (勿酉薩織のパ油ウカジキ樽流し、軌・は.
 流網漁薬の漁況も海況的には昨年より好条件・
 となっているのでこの方面も昨年をかなり上

 廻る漁獲が期待されそうである。..



 第1図　バショウカジキ漁獲量及び定置・八田網漁獲量の経年変化

第2図 水温変化図

第3図  バショウカジキ体重組成



定置観測 (7月分)

 養殖部・

 ○旬別平均水温・比重(満潮時・表面)

          ^I＼水温C1比重δ15,          本・年前句叢前年同期差1平年差1本年前句差前年同期差平年差
          上.25.80十1.69十1.85辛066124.9ア一2.04十0-55十1.91

          中2710斗1,30十〇.58十0.3625.17十α20十4.71十2,60

          下27150斗0.40一1.16'.一03引124.27一0.90十1,18÷1.39
          。。。。!「          月平均26.81斗2.1ア十0.4324.ア6一2.20≡I+2.19十1.92
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 .○水温

 24.5～28.5℃と変動し上申旬は平年より一や』高めてあったが・下旬は台
 風10号の接近により低めを示した。月平均水温は26.8℃で、前月より2.2
 '℃昇温し、・託年同期に比ぺ0.4一℃、平年値よりα2℃高めとなった。

 O.比重
 22.5～ク.6.6と変動し、高力・んが続いている。上旬と下旬に降雨のため変動
 が大きく、中旬は25内外と安定していた。月平均比重は24.7で、前月より
 2.2低くなり、前年同期より2.2高め、平年値より1.9高めとなった。

奄美短.僑

 「うしお」.原稿提出15目締切りに努力せおぱと思いながら、夏ぼけでたカ…な
 か頭の整理がつ,恥ず、おくれて申し訳けありません。このごろ原稿当番で何時も

 問題をかもして1ハる次第。なんと言っても8月15目ともなれば戦中派の我べに

 とっては、忘れることの出一来ない目に思われIます。世をあけてテ1ノビ、ラジオ、

 文公報或いは町報と終戦記念日章して、大戦健参カ目し亡之たられた尊い御霊に対
 し,1分闘の黙穣をさ』げ永遠の平和を祈るよう、あらゆる通報伝達がなされた

 にもか』わらず、知らぬかのよう町のざわめきは消えなかった感じすらする口

 今世の平和な時代になったものと感謝亡、一入町役場のサイ1ノγに合せ黙穣をし
 た。あれから早や22年の歳月が過ぎ、戦争により育春を無駄にしたとも思い、

 叉貴重な体験をなし生きながらえたとも思い睡々感謝して今日頑張っているが、

 永遠の平和を祈り一たいものだ。「うしお」原稿の主旨と余りかけはなれた戦争の
 記事で誠.に申し訳けないが、今度新知事の前進のための五則なる類を事務室中央

 に揚げ朝夕見上げていると昔の戦中の思いが浮び、上は○○方面軍司令官一師団

 長一下は内務班の'上等兵殿の戦規・内規等数々の額縁とにらめつこレ・朝な夕な
 に暗記させられた思いとすると、新知事の前進のための五貝口の五ヶ・条の厳守位勇

 気を持って前進へ前進へと一同猛暑の中で努力が些一されているようで気強く思っ
 ている次第です。余り堅い事でおゆるしこ弓回

 さて、奄美大島はヨ0℃域上の猛暑の連続である回今度の台風τ5号大島周辺に
 おいては熱低で過ぎたが、これがなんと避難港であるべき古仁屋漁港が南東南酉

 の弊風波により大小の船舶の大騒動・沈扮が出るやら錨綱が切れるやら全く以っ
 て名港?の感があり・町貞上はて拡張工事詩撃の気持がわからぬでもない。然し
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 なんといっても常夏の国ハワ.イに優るとも劣らぬとかのリーフの島与論島、日本

 申にある鐘乳洞を一度で見られる優秀さを持つ沖永良部島と、このととろ観光フ
 ームに乗り、あらゆる島々に○O大学探険隊、○O調査班等、胸章や腕章をつけ1.1
 た青年身女で唯々奇風?に見られる探険家達で鹿児島からあ上下般便は誠1こ賑や
 かなものである目奄美犬島におる乗λ水産を始めあらゆ季研究家達は何をしてい
 るのかと自分達の仕事の反省をもとめられる.黒いかす.るが、それとて我λの参考

 になるよ弓な立派な資料に巡りあえないの1がかえって幸せかも知れない。牟んな
 るリクレェーションの場もしか感じないような鈍感を人闘とたりつ』あるのか。
 一方我々は眼の保養をかねて?行き又う若い之等の男女を横目て1見ながら猛暑の
 申で将来の大型真珠の島にしようと江とも塩水ともつかぬぴしよ濡れの身で努力

 しているところ台風15号前の涼しさが災～・し、軽い風・郡の流行トかムりカ:がら

 皆人奮斗し稚貝の養育に懸命である。燃しある漁村誌にミニスカートとハイネッ
 クの大流行とかで真珠の売行きが悪化したとか、ばか杜文面も散見され、なんと

 なく気抜けがするようた感もあるが、又気象台等の発表によると本年の秋は駆足
 で来るとか気温、水温の急降が気がかりなだけにその設備の無い我が研究室では

 大変な事と気が気でないカミ、皆大量生産にあずかりたいと願い頑張っている次第
 です。大島を卒業された先輩はなつかしく思い韻きれるかと思います。8月寸8
 目(1日13目)から鼓蘭盆入り、それから旧8月15日と夜祭8月おとりと{早

 い入は暑さ吹きとほす意味であの太鼓.とおどり.をやっておられる一ようで夜おそく
 風と共に聞こネてくるあの哀調の音と共に大島の秋も近いようです。

 一(lM,S)

業務一概況

 §本場

亟.
 。7月17目～8月I・肩もヲクサ弾(種子島周辺)rかも苧」

(担当者徳留)

 o7月20目～31目沿崇海底調査(大隅東部)輝市丸
(担当者.砦倉.).

 o8月3目～12目8月漁海況観測(照市丸)
(担当者魍後)

'1易一



 o8月17.目一一31日沿岸海底調査〔大隅'束1部)照市丸
(担当者岩倉)

 o〃〃バショウカジキ漁場開発調査〔流し綱)種子島東部

 がもめ(担当者川上)

廼
 ○ノリ関係

 *糸状体培養ニトロ箱2箱だ黄斑病発生目淡水処理した。・
 *ノリ培養実験準備:室内培・養障よる育・種実験ゐ準備をした。
 *一資料整理:4-1年度試験の試料の換鏡測定と、とりまとめ一を行なった。

(担当者新村,椎原)

 ○クロチョウガイ室内採苗試験
 8月1目以降、垂水市海潟にてクロチョウガイの室内孫酋試験中。

(担当者瀬戸口)

 ○ト≡フシ産卵誘発試験
 8月ア目:西ノ表市住吉から試験硲「かもめ」`こて採卵用親貝を輸送。

 その後竜ケ水地先に養成しながら適宜実験室で誘発試験中。

(担当者山口)

 ○真珠貝寄生虫調査
 鹿児島湾内の各地真珠漁場における特にポリキータの被害状況調査を継続。

(担当者藤田)

 07ジツポ調査

 8月10目:酉桜島に垂下Lてある試験貝にて一7ジツ余の被害状況を調査。
(担当者前田)

臨
 ○味付ワカメ製造試験

 業界への指導資料とするため先進地製法.に準し試俸し走。
(担当者藤田外)

 ○蒲鉾保蔵試験(継続)

 7ヵを主原料とした蒲鉾製品に対するK6アAの保鮮効果を更に播潰申の添
 加時期ビつき検討し、その効果・を比較した。

(担当者是校外)

 07カ原料学調査(継続)

(担当者是校外)

 ○水質調査

 ‡8月8目～10目:出水製紙狐廃液による河川水、海水及ぴ底質等の汚染
状況調査目.(担当者上田,弟子丸,九万田)
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 *8月22日～24目:肝付川水系、安楽川、田原川、菱田川、持留州及び
 志布憲湾沿岸の水質、底質調査(澱粉製造前の状況調査5
(担当者.畠山,弟子丸,上田,尭牧)

 ⑪蓄養試験関係等

 *8月月間:前月に引続きクルマエビの籍生費、棚生費による養成試験。
(担当者九万田;荒牧,上田,弟子丸)

 *8月16日:オリエンタル飼料弧と海潟森元氏との人工飼料によるハマチ
 養成共同試験魚についての魚体測定詞養。
(担当者九万田,弟子丸)

 *8月11目:黒の浜、和田ハマチ養成魚の寄生宥駆除について現地指導目
(担当者九万田)

 *月間:前月に引続き釣餌料用タェビの飼育試験。

(担当者荒牧)

 §大.高分場

匿二重二国
 。8月2目:古仁屋漁港管理委貴会開催。

 別府水産課長、外1名出席。支庁竹元技術補佐、外1名。

 o8月7日:一奄美群島自然公園調査団の田村剛博士、瀬戸内町長外6名来所目
 。8月14日:東大助教授鴻巣博士、徳之島経由来所。

重
 。8月11目底待網模型網投入目

 g8月16日大島海峡海洋観測。

屡二殖係1
 ○餌料生御培養試験
 。'マベ入工授精試験

 7月・28目・8月4目、10目、13日、16日に天然採集母員、人工採苗

 母貝を用いて実施(8月13目分は自然授精)7月28目一の発生幼生は厚1男に
 喰害され・現在8月4日・10目・13目・46日発生幼生を15,17:eガ
 ラス水樽2004ポリタンクで飼育申。

 峻L昼'
 ○加工場貸付(月間)茂野忠昭(平補丸)
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